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8 月18日、 下稲吉小学校にて「第 3 回下稲吉中地区公民館ま

つり　みんなの夏まつり」が行われました。 下稲吉中地区公民館コ

ミュニティ推進委員会の主催のもと、 地域の自主性・ 独自性を尊

重した“住みやすい地域づくり”を目的に開催されています。

体育館のステージでは、 下稲吉中学校吹奏楽部による演奏や

稲吉囃子保存会「稲壱會」によるお囃子など目と耳で楽しめる演目

が披露されました。

グラウンドでは、 櫓
やぐら

が組まれ夕刻には夏まつりらしい雰囲気が。

また、 地域の方々が協力して出店したグルメや射的などの出店も

並び多くの方が会場に足を運びました。

お子さんから大人まで一緒に櫓を囲み行われた盆踊りは、 参加

した皆さんの素敵なひと夏の思い出となったことでしょう。
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❶みんなで一緒に盆踊り♪❷下稲吉中吹奏楽部の

演奏❸下稲吉東小児童の合唱❹狙いを慎重に定め

て…❺ふるさと大使オニツカサリーさんのライブ

では、 コラボ企画で会場を盛り上げました❻あゆみ

太鼓の皆さんの太鼓演奏❼近くまでヒョットコが！❽

上手に水風船をゲット♪❾ｓａｘｏｐｈｏｎｅクラブの演奏
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第3回

みんなの夏まつり
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 10月2日火までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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